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課題解決案（学識経験者意見） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 注１  ：第３・４回協議会で検討予定（運営方針・運営方法） 

 注２  ：第４・５回協議会で検討予定（進捗管理・評価） 

 注３・４：第３・４回協議会で検討予定（運営方針・運営方法） 

  

①区民一人一人が well-being（よりよく生きる）できるように、区民主体の中間支援組織として、SDGs の視野を入れて、

主体的な多様な分野の団体等と協働してボランティア・市民活動を包括的に支援・推進できるようプラットフォーム（注

１）を創る。 

 

②地域ニーズにも応えられるように、ボランティア・市民活動団体や企業等のみならず、暮らしを支える関係団体と柔軟

で多様なネットワークを構築する。 

 

③現状を評価し、発展させていくための運営体制の充実を図る。（専門部会、評価委員会）（注２） 

 

④地域と共に歩むボランティアセンターのブランチを地区に創る。（地区ごとの展開）（注３） 

 

⑤行政（区役所）が募集しているボランティア活動をセンターで集約し、ボランティア団体との協働を推進する横断的な

仕組みが必要である。（注４） 


